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栃木市の移住・定住政策

体験施設「蔵の街やどかり
の家」が挙げられるでしょ
う。市役所本庁舎近くの、
空き家となっていた古民家
をリフォームして開設したこの施設は、
本市への移住を検討されている方が安価で
宿泊し、市での暮らしを体験していただく
ためのものです。スタートして半年で利用
をされた７組16名の方の中には、海外から
帰国して、このやどかりの家で市での暮らし
を体験し、その後市に移住をされた方も
います。

　本市で新たに住まいを構える方への補助金
メニューも各種ご用意をしております。
市街化区域等における、市内での住み替えや、
Ｕターンなどにより栃木市に移住される方
への補助や、中心市街地での開発行為を
行う事業者の方への補助、また市街化調整
区域等においては、３世代同居・近居（２㎞
以内）を始める方への新築・購入・改築へ
の補助などです。
　さらにこの９月には、経済的理由から
結婚に踏み切れない若い方々を応援する
ため、結婚して市内で新生活を開始する
一定の所得金額以下のご夫婦に、住居・
引っ越し費用等の費用を最大18万円まで
補助する「結婚新生活支援補助金」も始め
ました。

　市ではこれからも、皆さんが安心して
市内に住居を定められるよう、各種施策に
力を入れてまいります。市内で住居をお探し
の皆さんは、ぜひ一度市の住宅課にご相談
ください。

栃木市長　鈴木俊美

.No.47

　市民の皆さん、こんにちは。

　今年、「来て・観て・住んで あったか
“とちぎ”」を目指す私たちにとって、とても
うれしい出来事がありました。広報とちぎ
10月号の紙面でも少しご紹介をしましたが、
田舎暮らしを専門とした雑誌で特集された
「50歳から住みたい地方ランキング」に
おいて、本市が全国第６位、関東では第１位
を獲得したのです。本市の魅力ある街並み
や自然環境に加え、医療・福祉制度などが
評価されたものと思いますが、中でも特に
注目されているものとして、本市の充実
した移住・定住政策が挙げられます。今回
は本市の特徴ある移住・定住政策について
お話をしたいと思います。

　まず、この分野に関して本市を代表する
事業が「あったか住まいるバンク(空き家
バンク)」です。市内の不用な空き家・
空き地を、買いたい・借りたいと思う方に
仲介する仕組みで、成約をされた方には、
さらにリフォームなどの補助もあります。
定住者の増加と空き家の減少を同時に
はかることができるもので、類似の事業
は他の市町にもありますが、栃木市が
県内トップの利用実績を誇ります(昨年度
実績)。

　また、本市のユニークな事業としては、
今年５月に本格オープンした、移住者向け

光と音のページェント光と音のページェント 20162016

問合先　光と音のページェント実行委員会事務局
　　　　（大平産業振興課内  ☎(43)9213）
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宅地建物取引
業者等

点灯期間　12月2日(金)～平成29年1月9日(月) 17時～23時
場　　所　東武新大平下駅東口･プラッツおおひら周辺
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　栃木市の冬の風物詩となったイルミネーションイベント。
栃木工業高校の学生が製作した「体験型イルミネーション」
に加え、今年は市のマスコットキャラクターとち介のＬＥＤ
オブジェを制作中！さらに、クリスマスイベントでは栃木
農業高校の学生による出店もあります。
◆関連イベント
  12月 2 日(金)17：40～ 点灯式、大平南中学校吹奏楽部による演奏
  12月22日(木)17：00～ クリスマスイベント・幼稚園児による
　　　　　　　 　　　 エキシビション

4２０１６（平成２８）年1１月１８日　発行 今月の注目情報・市長通信広報とちぎ　12月号


